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５月18日の｢国際博物館の日｣に合わせ、右記の６施
設で、５月18日(土)にギャラリートークを開催します。
参加無料ですが、観覧料が必要です。直接会場へお越
しください。文化振興課☎(888)5607

施
設
名
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
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ク
の
時
間
･内
容

秋田城跡歴史資料館u11:00〜11:30
常設展｢秋田城の古代文書について｣

県立美術館u11:00〜11:30
企画展｢画家とコレクターの愛蔵品｣

県立博物館u13:00〜13:40
企画展｢秋田県博の自然史標本｣

赤れんが郷土館u13:30〜14:00
企画展｢〈勝平コレクション〉版画で名所めぐり｣

佐竹史料館u13:30〜14:00
企画展｢再発見･佐竹氏のお宝｣、常設展｢秋田藩の誕生｣

千秋美術館u14:00〜14:30
企画展｢デンマーク･デザイン｣(上に開催案内)

５/18(土)

開催！
赤れんが郷土館

国際博物館の日･みるかネット
ギャラリートークセッション2019
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小･中学生に、各学
校から来館記念カード
が配られます。カード
を持って開催中の展覧
会に来るとスタンプが
押され、数に応じて素
敵な特典がもらえま
す。みんな来てね！

千秋美術館で開催す
るすべての展覧会を年
度内いつでも、何回で
も観覧できるパスポー
トを１階受付カウンタ
ーで販売中！

年間パスポート販売中！

一般1,000円／大学生800円／高校生以下無料

近年人気を集める北欧デザインの中でも、数々の巨匠を生み
出し続けるデザイン大国デンマーク。本展では、19世紀後半か
らミッド･センチュリーを経て現在に至る家具類、食器類、照明
器具、日用品などを一堂に展示し、世界を魅了し続けるデンマー
ク･デザインを紹介します。千秋美術館☎(836)7860
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観覧料

ミュージアムコンサート

来
館
記
念
カ
ー
ド

小･中学生に配布

料
金

(有効期限は来年３月末)

一般2,500円
大学生1,000円

日時u６月１日(土)10:30〜11:15
会場u千秋美術館２階展示室
先着u100人
(申込不要ですが、展覧会チケットが必要)

北欧の合唱曲
〜珠玉の名曲たち〜

♪♪

デ
ン
マ
ー
ク
･

デ
ザ
イ
ン

関 連 事 業

６/９(日)まで 開催中！

〝
千
秋
美
術
館
へ
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こ
う
！
〟

ヤコプスン[アルネ･ヤコブセン]
〈スワンチェア〉 1957-58年

フリッツ･ハンセン 個人蔵　
photo:Michael Whiteway
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史跡地蔵田遺跡(弥生っこ村)で土器づくり活動
をしている｢土器どきっこ会｣のアドバイスで、弥
生土器を作ります。作業は期間中の１日で、土器
は後日、焼成(野焼き)して完成させます。

５月７日(火)から文化振興課☎(888)5607申込

材料費
300円

最北の古代城柵である史跡秋田城跡について
学びます。希望者は、講座修了後に史跡公園の
ボランティアガイドとして活動もできます。

日時
５月23日(木)･24日(金)･25日(土)
9:30〜12:00

会場 秋田城跡歴史資料館

申込
５月７日(火)から秋田城跡歴史資料館
☎(845)1837

23日＝｢秋田城の歴史−文献史料を中心に−｣
｢秋田城跡の概要｣｢資料館の見学｣
24日＝｢秋田城跡の遺構−各種の遺構について
−｣｢秋田城跡の出土遺物−土器･瓦･木簡･漆紙文
書など−｣
25日＝｢歴史公園と遺跡内主要地点の現地学習
−政庁･外郭東門･鵜ノ木地区−｣

御所野台地の歴史と地蔵田遺跡に関する旧石器
時代から弥生時代までの最新の研究成果と、地蔵
田遺跡｢弥生っこ村｣の活用について学びます。

日時 ５月30日(木)10:00〜12:00

会場
中央市民サービスセンター
洋室２･３(市役所３階)

申込 ５月７日(火)から文化振興課☎(888)5607

御所野台地の■■
歴史と■■■■■■■■
地蔵田遺跡■■■■

内容

弥
生
っ
こ
村

日時

会場 弥生っこ村(御所野)

お
と
な
の

土
器
づ
く
り

秋田城跡外郭東門

秋
田
城
跡
学
習
講
座

先着
20人

受講
無料

地
蔵
田
遺
跡

学
習
講
座

先着
30人

受講
無料

５月16日(木)u19日(日)
10:00〜16:00

問い合わせ 文化振興課☎(888)5607

平成30年度、次の２件が新たに市

指定文化財に指定されました。

秋田藩４代藩主 佐竹義
� �

格
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(1694-

1715年)所用と伝わる具足。秋田藩

主佐竹氏が所用した歴史的価値に加

え、実用性に基づいて製作された近

世以降の当世の具足の中でも、威儀

化を象徴する復古的な要素と、顕著

な装飾性を備えた工芸的価値の高い

具足であることから、その製作様式･

技術を知るうえで貴重であることが

評価されました。
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館
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威儀＝威厳を示す作法や態度

真宗大谷派妙光山正覺寺の本堂に

安置されている阿弥陀如来立像。製

作工程には、室町時代後期以降に多

くみられる特徴を持っているなど、

近世初期の造像資料として、また、秋

田市域の真宗文化、とりわけ礼拝対

象としての木仏本尊像を理解するう

えで、重要な資料であることが評価

されました。
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初
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新たに２件が
市指定文化財に

正面背面


